










はじめに 

発達早期における中枢神経系の年齢による変化を,年齢依存性てんかん性脳症(ADEE)につ

いて,睡眠ポリソムノグラフ(PSG)を用いて検討してきた。これまで ADEEでは,ドーパミン

(DA)糸の障害が存在し,年長になるにつれてそれらの postsynaptic supersensitvity が出

現することを報告してきた 1)。さらに睡眠一覚醒リズムの障害があり,痙攣発作増悪前に

リズム異常が顕著になる症例が存在することも指摘した 2)。 

今回は年長児の ADEE に L-DOPA および halopcrido1 を使用したときの臨床症状および PSG

の変化について検討したので報告する。 


